
五

亀
田
南
遺
跡

亀
田
南
遺
跡
は
小
長
川
遺
跡
の
南
方
約
一
・
五
�
で
、
長
峡
川
と
そ
の

支
流
の
初
代
川
に
挟
ま
れ
た
標
高
四
〇
㍍
ほ
ど
の
低
丘
陵
上
に
所
在
す

る
。
こ
の
丘
陵
は
北
西
か
ら
南
東
方
向
に
の
び
て
い
て
、
当
遺
跡
は
そ
の

先
端
部
に
立
地
す
る
。
造
成
工
事
に
伴
っ
て
昭
和
五
十
四
年
と
五
十
五
年

の
二
回
に
わ
た
っ
て
、
第
一
地
点
と
第
二
地
点
の
発
掘
が
行
わ
れ
、
石
蓋

土
壙
墓
五
基
・
土
壙
墓
二
基
な
ど
が
調
査
さ
れ
て
い
る
（
表
２
―
６
）。

第
一
地
点

水
田
と
の
標
高
差
が
約
一
五
㍍
の
丘
陵
先
端
部
に
立
地

す
る
。
石
蓋
土
壙
墓
一
基
と
土
壙
一
基
が
調
査
さ
れ
て

い
る
。

一
号
石
蓋
土
壙
墓
は
二
号
土
壙
墓
の
墓
壙
の
中
に
構
築
さ
れ
て
お
り
、

二
号
土
壙
墓
よ
り
新
し
く
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
図
２
―
５６
・
２
）。

主
体
部
の
土
壙
は
上
面
で
長
さ
〇
・
六
二
㍍
し
か
な
く
、
小
児
用
の
埋
葬

施
設
で
あ
る
。
蓋
石
に
は
板
状
の
花
崗
岩
の
石
材
を
四
枚
使
用
し
て
い

る
。
棺
内
に
は
赤
色
顔
料
の
塗
布
は
な
く
、
副
葬
品
も
出
土
し
て
い
な

い
。二

号
土
壙
墓
は
三
段
掘
り
の
特
異
な
墓
壙
を
も
つ
土
壙
墓
で
あ
る

（
同
・
１
）
。
墓
壙
の
平
面
形
は
長
方
形
で
、
規
模
は
一
段
目
で
長
さ
二
・

四
二
㍍
、
幅
一
・
七
四
㍍
、
深
さ
〇
・
〇
九
㍍
で
あ
る
。
主
体
部
は
長
さ

一
・
三
四
㍍
、
幅
〇
・
四
三
㍍
で
、
深
さ
は
西
側
が
深
く
〇
・
二
六
㍍
で

あ
る
。
頭
位
方
向
は
東
側
と
考
え
ら
れ
る
。
墓
壙
二
段
目
の
東
側
小
口
に

は
溝
を
掘
り
、
花
崗
岩
の
割
石

を
立
て
て
お
り
、
そ
の
周
囲
に

は
青
灰
色
の
粘
土
を
帯
状
に
め

ぐ
ら
し
て
い
る
。
こ
の
粘
土
は

木
蓋
の
目
張
り
に
使
用
さ
れ
た

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第
二
地
点

第
二
地
点
は

第
一
地
点
と

同
じ
丘
陵
上
で
、
北
西
約
二
〇

〇
㍍
の
南
側
緩
斜
面
に
立
地
す

る
。
石
蓋
土
壙
墓
四
基
と
土
壙

墓
一
基
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

１
号
石
蓋
土
壙
墓
は
も
っ
と

も
西
側
に
位
置
す
る
埋
葬
施
設

で
あ
る
。
南
側
の
斜
面
で
は
墓

壙
が
流
出
し
、
蓋
石
も
一
枚
が

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
棺
内
の
北
側
の
床
面
が
一

段
高
く
、
赤
色
顔
料
が
検
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
が

頭
位
と
考
え
ら
れ
る
。
棺
の
全

長
は
一
・
三
一
㍍
で
あ
り
、
小

表２―６ 亀田南遺跡埋葬施設一覧表

備考

木蓋

木蓋

赤色
顔料

無

無

有

有

有

有

無

粘土
目張り

無

有

無

有

有

有

有

蓋石の
枚数

４

－

５？

５

５

（１）

－

主体部の規模（m）

深さ

０．２８

０．２６

０．４５

０．５４

０．５０

０．５３

０．３２

幅

０．２４

０．４３

０．４５

０．３５

０．３２

０．５１

０．３５

長さ

０．６２

１．３４

１．３１

１．３９

１．４３

１．５３

１．５５

墓壙の規模（m）

深さ

－

０．０９
０．２６

０．０５

不明

－

－

０．０５

幅

－

１．７４
０．４４

１．１７

１．１２

－

－

１．３

長さ

－

０．２４
２．００

不明

不明

－

－

－

遺構番号

一号石蓋土壙墓

二号土壙墓

１号石蓋土壙墓

２号石蓋土壙墓

３号石蓋土壙墓

４号石蓋土壙墓

５号土壙墓

地点

第一地点

〃

第二地点

〃

〃

〃

〃

第３章 弥 生 時 代
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1

2

3
0 1m

46.40m

46
.4
0m

児
ま
た
は
女

性
の
埋
葬
施

設
と
考
え
ら

れ
る
。

２
号
石
蓋

土
壙
墓
も
墓

壙
を
有
す
る

埋
葬
施
設

で
、
蓋
石
に

は
五
枚
の
花

崗
岩
の
板
石

が
使
用
さ
れ

て
い
る（
同
・

３
）
。
蓋
石

の
隙
間
に
は

粘
土
の
目
張

り
が
十
分
に

施
さ
れ
て
い
る
。
棺
の
床
面
は
北
側
に
作
り
出
し
の
枕
が
あ
り
、
赤
色
顔

料
も
検
出
さ
れ
た
。

３
号
石
蓋
土
壙
墓
は
他
の
埋
葬
施
設
と
直
交
す
る
主
軸
の
方
位
を
取

る
。
墓
壙
は
残
存
し
て
い
な
い
が
、
蓋
石
は
す
べ
て
残
っ
て
い
た
。
棺
は

床
面
ま
で
の
深
さ
が
約
〇
・
五
㍍
と
当
遺
跡
で
も
っ
と
も
深
く
、
西
端
で

赤
色
顔
料
を
散
布
し
た
作
り
出
し
の
枕
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

４
号
石
蓋
土
壙
墓
は
削
平
が
著
し
く
、
北
側
の
蓋
石
一
枚
を
残
す
の
み

で
、
他
の
蓋
石
や
墓
壙
は
残
存
し
て
い
な
い
。
棺
内
北
側
の
床
面
が
高

く
、
こ
の
付
近
に
赤
色
顔
料
が
散
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
が

頭
位
と
考
え
ら
れ
る
。
棺
の
全
長
は
一
・
五
五
㍍
と
、
当
遺
跡
で
最
長
の

規
模
で
あ
る
。

５
号
土
壙
墓
は
も
っ
と
も
東
側
に
位
置
す
る
埋
葬
施
設
で
、
長
方
形
の

墓
壙
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
棺
の
上
面
の
周
囲
に
は
粘
土
帯
が
広
く
残
存

し
て
い
た
こ
と
か
ら
木
蓋
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

当
遺
跡
の
埋
葬
施
設
の
特
徴
は
、
棺
内
に
赤
色
顔
料
を
散
布
す
る
作
り

出
し
の
枕
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
棺
の
頭
位
は
床
面

に
傾
斜
を
設
け
て
高
く
す
る
か
、
棺
の
幅
を
広
く
す
る
。
当
遺
跡
の
よ
う

に
高
い
割
合
で
作
り
出
し
の
枕
が
確
認
さ
れ
た
例
は
少
な
い
。
ま
た
、
第

一
地
点
二
号
土
壙
墓
は
他
の
埋
葬
施
設
か
ら
独
立
し
て
立
地
し
、
三
段
掘

り
の
墓
壙
や
、
頭
の
小
口
部
分
に
板
石
を
立
て
る
特
殊
な
構
造
を
持
つ
こ

と
か
ら
、「
共
同
体
の
規
制
か
ら
脱
却
」
し
た
埋
葬
施
設
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
当
遺
跡
の
墓
地
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
営
ま
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六

そ
の
他
の
遺
跡

以
上
詳
述
し
て
き
た
町
内
の
主
要
遺
跡
の
ほ
か
に
も
、
住
居
跡
を
中
心

と
し
た
集
落
や
、
箱
式
石
棺
墓
・
土
壙
墓
・
甕
棺
墓
な
ど
の
墓
地
に
関
す

図２―５６ 亀田南遺跡の石蓋土壙墓

第２編 先史・原始
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